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まずは紹介動画を見てみましょう



『いろどり』の公開

2020年に公開
全て無料！

「入門」

2020年11月

「初級1」

2020年3月

「初級2」

2020年3月



『いろどり』の（もともとの）対象

日本で生活する人

これから日本で生活したい人が、自国で準備として学ぶ

いま日本で生活している人が、日本でいま必要なことを学ぶ

もともとは、「特定技能」の資格で
来日したい人を念頭に制作 国の政策として



特定技能と『いろどり』

2018年：在留資格「特定技能」創設

要件→「ある程度日常会話ができ、生活に支障がない程度の能力を有する」

● 具体的に、どんな日本語能力が求められるのか？

→ 「JF生活日本語Can-do」の公開

● その能力を何でどう測るのか？

→ 「国際交流基金日本語基礎テスト（JFT-Basic）」の開発・実施

● その能力を付けるために、どんな勉強をすればいいのか？

→ 『いろどり 生活の日本語』の制作・公開



「JF生活日本語Can-do」

日本での生活の中で必要となる
「基礎的なコミュニケーション」

の具体例



『いろどり』のレベル

特定技能で求められる日本語能力：

日本の生活場面で、

「ある程度日常会話ができ、生活に支障がない程度」

の日本語力を身につける

JF日本語教育スタンダード／CEFRの基準でA1～A2



『いろどり』のレベル



『いろどり』の目標

考えましょう：

あなたは外国に行って、しばらくそこで生活することになりました。

↓

その国の言語を学ぶとしたら、どんなことを目標にしますか？



『いろどり』の目標

（例） ・近所の人に、簡単な挨拶ができる

・トイレの場所が聞ける

・レストランで注文～会計ができる

・はじめて会った人に、自己紹介ができる

・職場の人と、休日にしたことなどを話せる

？ 名詞の単数形と複数形が使い分けられる

？ 過去形を正しく作ることができる

？ 「～～～」という表現を使って文が作れる

Can-do



『いろどり』の目標

日本のさまざまな場面・トピックでの、

具体的な「話す／聞く／読む／書く」のコミュニケーション

Can-do＝課題遂行が「できるようになる」ことが目標



『いろどり』のトピック

入門 初級1 初級2

第1-2課 はじめての日本語 今の私 私の周りの人たち

第3-4課 私のこと 季節と天気 レストランで

第5-6課 好きな食べ物 私の町 旅行に行こう

第7-8課 家と職場 いっしょに出かける 地域のイベント

第9-10課 毎日の生活 日本語学習 年中行事とマナー

第11-12課 私の好きなこと おいしい料理 上手な買い物

第13-14課 街を歩く 仕事の連絡 さまざまなサービス

第15-16課 店で 健康な生活 自然と環境

第17-18課 休みの日に 交際 私の人生



『いろどり』のCan-doの例

（話） ●名前や出身などを言って、簡単な自己紹介をすることができる。

●職場に、電話で休みや遅刻の連絡をすることができる。

●美容院や理髪店で、どのような髪型にするか伝えることができる。

（聞） ●職場で、短い簡単な指示を聞いて、何をすればいいか理解できる。

●災害を知らせるニュースやアナウンスを聞いて、何があったか理解できる。

（読） ●ファストフード店のメニューを見て、どんな食べ物・飲み物があるかわかる。

●薬の説明を読んで、用法や用量を理解することができる。

（書） ●名札などに、自分の国と名前を書くことができる。

●SNSに、旅行の経験や感想を簡単に書き込むことができる。



『いろどり』のアプローチ

行動中心アプローチ

言語は、人が社会の中で、何かの課題を達成するために使う。

→「課題遂行」を目標とした言語学習



『いろどり』のアプローチ

日本の生活の中で、日本語を使って「できること」
（Can-do）が目標

それを達成するための言語知識、活動など



『いろどり』のアプローチ

日本の生活の中で、日本語を使って「できること」
（Can-do）が目標

それを達成するための言語知識、活動など

（例） 趣味や好きなことについて、簡単に話すことができる。

（例） 言語知識 ・趣味を表す語彙
（映画を見る／音楽を聞く／…）

・文法（Vことです／Vのが好きです）

活動 聴解インプット、シャドーイング、RP etc.



『いろどり』のアプローチ

文型・文字・文法などの言語知識を学習

日常生活で何かができるようになるかも

ではなく

日常生活で言語を使って××ができるようになる

そのために必要な言語知識を学習

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=0ahUKEwj5p7SyiYvUAhWHE5QKHcpjDrYQjRwIBw&url=https://search.yahoo.co.jp/image/search?fr%3Dappsfch2%26p%3D%E3%82%AB%E3%83%84%E4%B8%BC%26ei%3DUTF-8%26b%3D21&psig=AFQjCNHmPResRUwgUQTEG_dFNSoxqvh6dg&ust=1495802667767514
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj7p4TyiYvUAhWBPJQKHdcoD9gQjRwIBw&url=https://nanapi.com/ja/62945&psig=AFQjCNH9OLx9WfmOOkoevokbwzvHNKtI6A&ust=1495802794304893


コミュニケーション言語活動

実際のコミュニケーション場面で、日本語を使って何ができるか

コミュニケーションを達成するために、どんな日本語を使うか

コミュニケーション言語能力

Can-do

文法・文型、文字、語彙、発音…

『いろどり』のアプローチ
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『いろどり』のアプローチ

●これまでのよくある教授法（文型中心）

学習目標＝文法・文型などの言語知識

→ どんな場面で使っていいかわからない

実際のコミュニケーション場面で使えない

●『いろどり』（行動中心アプローチ）

学習目標＝実際のコミュニケーション場面におけるCan-do

→ 目標と直結した学習

実際のコミュニケーション場面ですぐ使える



『いろどり』の授業の流れ

●目標のCan-doの確認

●Can-doを達成するための活動

・ ことばの準備

・ 音声によるインプット

・ 言語知識の気づき、意識化、文脈の中での練習

・ 次第に自由度を上げていくアウトプット

- シャドーイング

- ことばの入れ替え

- 自由なロールプレイ

●Can-doの達成度の確認



『いろどり』の授業の流れ

『いろどり』は、教科書をそのまま教えれば、

効果的な流れで授業ができるように作られている

←第二言語習得理論の成果

（音声インプット重視、気づき・意識化、

インプットからアウトプットへ…）

まずは教科書をそのまま教えればOK！



『いろどり』の授業の流れ
● 文型シラバスの教科書を使ってコミュニケーションが目標の

授業をする

→本来の目標が違うので、難しい

教科書にあるもの：例文、パターンプラクティス、形の練習

→「文型導入」「コミュニカティブな練習」などを、教師が補う必要

→教師の授業準備の負担、教師の力量や経験による差

●もともと生活場面でのコミュニケーションを目標とした『いろどり』

を使えば…

→その目標に向かって設計してあるので、教科書通りに教えれば

よい



『いろどり』における言語知識の学習

よくある誤解：「Can-doを目標にした授業では、文法や文型を

きちんと学習しない」

そんなことはない！

目標＝Can-do

Can-doを達成するために必要な要素＝文法・文型・語彙、漢字…

を学ぶ

「文法ノート」計183ページ、 「漢字」429字

「文法ワークシート」3月公開予定



『いろどり』における背景知識・文化の学習

日本で生活するための／授業を進めるうえでの背景知識や

文化的情報

→「日本の生活TIPS」でサポート



『いろどり』におけるオーセンティシティ

日本の生活の中でのコミュニケーションが目標

→日本の生活の中で実際に遭遇する日本語は

できるだけそのままに

・語彙や文字のコントロールは最小限に

・日常生活でよく使う表現もインプット

（普通体、口語、カジュアルな表現・・・）

例： Vないです／すいません／見れる／～になります・・・

・レアリアまたはそれを再現した素材を使っての活動



『いろどり』におけるオーセンティシティ

・レアリア（実物教材）
いろいろ



『いろどり』におけるオーセンティシティ

実際の場面では、わからないものがたくさんあるのは当然

＝ 全てを理解する必要は無い

わかるものを使ってコミュニケーション

日本の生活の中で接する日本語

理解できる日本語

使える日本語



『いろどり』のサポート教材

『いろどり』＝二次利用OK、作成した教材の公開もOK

→世界の日本語の先生が、サポート教材を作成してシェア

（例）

・パワーポイントのスライド

・課ごとの教案

・『みんなの日本語』との文型対照表

・ローマ字付きの「入門」

・「日本の生活TIPS」音声教材

・自習用 Google Form 練習問題

・カルタ、ゲーム



『いろどり』のサポート教材



『いろどり』の各国語版

・韓国語

・中国語（簡体字）

・中国語（繁体字）

・モンゴル語

・インドネシア語

・クメール（カンボジア）語

・タイ語

・フィリピノ語

・ベトナム語

・ミャンマー語

・ネパール語

・欧州スペイン語

・ポルトガル語

・ウクライナ語

・ロシア語

今後も追加予定



まとめ

『いろどり』 は

・日本でのコミュニケーションが目標

・その目標を達成するための教材設計

（＝そのまま教えられる）

・言語知識も日本の生活知識も学べる

・無料！二次利用OK！各国語版やサポート教材も充実！

→ 日本で生活する日本語学習者にとって最適！

→ 海外の日本語学習者にも使える要素満載！

ぜひ 『いろどり 生活の日本語』 を使ってみてください


